
 

 

 

愛西市教育委員会からのお知らせ（Vol.34） 

 

 

 

 

 

 

 令和 8 年 2 月 

愛西市教育委員会では、愛西市立小中学校の適正な規模等の検討並びに老朽化対策を進めていま

す。今回（Vol.34）は、「佐屋小学校準備委員会に係る各検討部会の開催について」をお知らせし

ます。 

佐屋小学校準備委員会に係る各検討部会の開催について 

 改築後の佐屋小学校の配置や何階建てにするか、今ある佐屋

小学校のシンボルである「サヤゴン」（※1）や「迷いの森」 

（※2）の存置についてなど、様々な観点から検討されました。 

 佐屋小学校準備委員会に係る施設・通学路部会、地域課題部会が下記のとおり開催されまし

た。今回は、「改築後の佐屋小学校について」をテーマに検討が行われました。 

♦ いただいた意見の抜粋 

・5 階建て以上は児童や教員の日々の負担が大きいため、４階 

までが望ましいのではないか。 

・現在のグラウンドに新しい校舎を建てる場合、サヤゴンや迷 

いの森を残すことで新たな校舎の配置に制限がかかる。新た 

に佐屋小学校のシンボルを作ることが出来れば、残す必要は 

ないのではないか。 

・迷いの森は管理が非常に大変なため、無理に残す必要はない 

のではないか。 

・子どもたちが四季を感じる場所は残してあげたいため、新し 

い校舎に合わせ、場所を確保できれば良いのではないか。 

・せっかく中学校と隣り合わせなので、小中学校の憩いの場と 

して緑を感じられる場所を作ってはどうか。 

※1 佐屋小学校敷地の南東に配置されている山型遊具 

※2 佐屋小学校敷地の西に配置されている草木の多いスペース 
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 改築後の佐屋小学校の配置に加え、地域開放としての利用ス

ペースの設定や、避難所として利用する体育館の在り方につい

てなど、様々な観点から検討されました。 

♦ いただいた意見の抜粋 

・有事の際の引き渡しなどを加味して、体育館や校舎の配置を 

検討するべき。 

・けが人の送迎を考慮して、駐車場やロータリーを配置する必 

要がある。 

・地域開放する部屋と、職員室などの児童の個人情報がある部

屋を分けられるような施設にするべき。 

・文化会館や図書館が予約で埋まっていた場合、学校の多目的

室が開放されていれば、利用する地域住民はいると思うの

で、開放は有意義だと思う。 

・屋上に太陽光発電を取り入れ、エネルギーが作られている様

子を子どもたちが見られると良い。 

・避難所として体育館を利用する時のことを考え、体育館に段

ボールベッド等を収納できる防災備蓄庫があると良い。 


